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ま え が き 

 

液化炭酸ガスはアンモニア・石油精製・エチレンオキサイド・製鉄などの各産業において発生す

る副生ガスを、分離回収・精製した「原料炭酸ガス」として加圧冷却し、各需要分野（溶接用・炭

酸飲料・食品冷却など）で利用しやすい状態（液体）にされています。 

ここでいう「原料炭酸ガス」とは、その液化炭酸ガスの元となる「炭酸ガス」を指し、ここに示し

た「原料炭酸ガスフロー概説」は、現在我が国においてその代表的な各産業別プラントの「原料炭

酸ガス」出荷実績をまとめ、各工程からその炭酸ガスがどのように発生・回収されているかをフロ

ーと共に概説したものです。（ドライアイスは含まれません） 

 

このたび 2015 年改訂版から 6 年経過の中で、出荷実績の更新と「生産拠点」や用途別・地区別

需要比率データの追加並びに原料炭酸ガス製造フロー及び炭酸ガス回収プロセスに関する情報等

の充実を含めて作成致しました。 

本書が、液化炭酸ガスの需要家各位並びに関係者の皆さまに活用していただけることを願ってや

みません。 
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